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京
急
と
品
川
の
歴
史
と
つ
な
が
り

品
川
駅
高
輪
口
に
降
り
立
ち
、
顔
を
少
し

右
に
振
り
向
け
な
が
ら
目
の
前
を
走
る
国
道

15
号
の
向
こ
う
側
を
見
る
と
、
か
つ
て
そ
こ

に
あ
っ
た
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
て
空
が
広
が

る
エ
リ
ア
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
京
急
グ
ル
ー

プ
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
共
同
で
開
発
を
進
め

て
お
り
、
２
０
２
９
年
度
に
は
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
新
東
京
本
社
が
入
居
す
る
大
規
模
複

合
施
設
を
開
業
さ
せ
る
予
定
だ
。

「
品
川
駅
西
口
地
区
Ａ
地
区
」と
呼
ば
れ
る

駅
前
の
こ
の
計
画
地
で
再
開
発
の
陣
頭
指
揮

を
執
る
の
が
、京
急
電
鉄
の
櫻
井
和
秀
取
締
役

常
務
執
行
役
員
と
坂
齊
素
彦
執
行
役
員
だ
。

「
Ａ
地
区
に
は
、
私
た
ち
が
２
０
１
０

年
ま
で
約
40
年
間
営
業
し
た
ホ
テ
ル
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
東
京
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は

老
朽
化
し
た
建
物
を
改
装
し
た
複
合
商
業
施

設
『SH

IN
AG

AW
A G

O
O

S

（
シ
ナ
ガ
ワ

グ
ー
ス
）』
を
約
10
年
営
業
し
た
場
所
で
す
」

（
坂
齊
氏
）

こ
こ
は
終
戦
後
の
混
乱
期
に
総
理
大
臣
を

務
め
た
東ひ

が
し
く
に
の
み
や

久
邇
宮
稔な

る

彦ひ
こ

邸
が
あ
っ
た
場
所

で
、
戦
後
し
ば
ら
く
は
宮
内
庁
が
管
理
す
る

国
有
地
で
あ
り
、
１
９
５
０
年
代
に
品
川
駅

前
に
本
社
を
構
え
て
い
た
京
急
に
と
っ
て
は

念
願
の
土
地
だ
っ
た
。
実
際
、
野
球
場
建
設

な
ど
を
含
む
プ
ラ
ン
を
示
し
て
土
地
の
払
い

下
げ
を
国
に
何
度
も
申
請
し
た
が
、
地
元
の

京
急
グ
ル
ー
プ
が
進
め
る

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
牽
引
す
る

国
際
交
流
拠
点
・
品
川
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

２
０
２
４
年
８
月
現
在
、
品
川
駅
周
辺
で
は
大
規
模
な
再
開
発

が
進
行
中
だ
。
京
急
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
メ
イ
ン
事
業
者
の
一
社
と

し
て
、「
品
川
駅
西
口
地
区
Ａ
地
区
新
築
計
画
」「
品
川
駅
街
区
地

区
開
発
計
画
」
な
ど
、
複
数
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同
時
並

行
で
進
め
て
い
る
。
歴
史
と
未
来
が
交
錯
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
品
川
の
地
で
事
業
を
開
始
し
た
京
急
グ
ル
ー
プ
の
情
熱
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
生
活
事
業

創
造
本
部
長
の
櫻
井
和
秀
取
締
役
常
務
執
行
役
員
と
、
生
活
事
業

創
造
本
部
開
発
事
業
部
長
の
坂
齊
素
彦
執
行
役
員
に
、
品
川
の
未

来
を
見
据
え
た
壮
大
な
計
画
の
全
貌
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
京
急

グ
ル
ー
プ
の
想
い
に
つ
い
て
聞
い
た
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
織
本
知
之
／
写
真
画
像
提
供
◉
京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社

執行役員　 
生活事業創造本部開発事業部長

坂齊素彦
Motohiko SAKASAI

相
互
価
値
共
創
の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
し
い
価
値
の
創
出

［
京
急
グ
ル
ー
プ
が
進
め
る
「
沿
線
価
値
共
創
戦
略
」］

特
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反
対
運
動
な
ど
も
あ
っ
て
計
画
は
な
か
な
か

進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
。

１
９
５
６
年
ご
ろ
に
西
武
鉄
道
が
東
久
邇

宮
邸
に
隣
接
す
る
竹
田
宮
邸
と
北
白
川
宮
邸

の
跡
地
の
取
得
に
名
乗
り
を
上
げ
る
と
、
京

急
も
東
久
邇
宮
邸
跡
地
の
取
得
に
動
く
。
そ

し
て
苦
労
の
末
、
１
９
６
８
年
に
払
い
下
げ

が
決
定
す
る
と
ホ
テ
ル
を
建
設
し
た
。
そ
れ

が
１
９
７
１
年
に
開
業
し
た
ホ
テ
ル
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
東
京
だ
。

「
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
思
い
入
れ
の
あ

る
土
地
で
す
か
ら
、
次
の
50
年
に
向
け
て

何
が
で
き
る
か
を
考
え
た
か
っ
た
の
で
す
」

と
、
坂
齊
氏
も
品
川
へ
の
想
い
を
語
る
。

さ
ら
に
戦
前
ま
で
歴
史
を
遡
る
と
、
京
急

と
品
川
の
深
い
つ
な
が
り
が
見
え
て
く
る
。

京
急
の
前
身
・
大だ

い

師し

電
気
鉄
道
（
開
業
後

ま
も
な
く
京
浜
電
気
鉄
道
と
改
称
）
は
、
１

９
０
４
年
に
、
現
在
の
北
品
川
駅
の
２
０
０

ｍ
北
に
あ
っ
た
「
品
川
（
八
ツ
山
）
停
留

所
」
を
開
業
し
た
。

「
今
の
京
急
線
品
川
駅
は
当
時
の
東
京
市

芝
区
、
現
在
の
港
区
に
あ
り
ま
す
が
、
開
業

当
時
は
現
在
の
品
川
区
、
当
時
は
東
京
市
外

の
荏え

原ば
ら

郡ぐ
ん

品
川
町
に
あ
り
、
国
鉄
品
川
駅
が

あ
る
東
京
市
内
ま
で
乗
り
入
れ
る
の
が
悲
願

だ
っ
た
の
で
す
」（
坂
齊
氏
）

紆
余
曲
折
を
経
て
、
１
９
２
５
年
に
現
在

の
品
川
駅
前
に
、
の
ち
に
京
急
の
本
社
ビ
ル

と
な
る
高
輪
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
現
・
ウ
ィ
ン

グ
高
輪
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）
を
建
設
し
、
現
在
の
京

急
線
品
川
駅
の
前
身
と
な
る
高
輪
停
留
所
を

開
業
し
た
。

品
川
駅
周
辺
に
は
、
こ
う
し
て
京
急
が
苦

労
し
て
手
に
入
れ
て
き
た
土
地
が
あ
る
。
本

社
は
横
浜
へ
移
転
し
た
が
、
品
川
へ
の
想
い

は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
の
共
同
事
業

ト
ヨ
タ
自
動
車
も
品
川
駅
西
口
地
区
の
地

権
者
だ
っ
た
た
め
、
京
急
は
計
画
段
階
か
ら

情
報
を
交
換
し
な
が
ら
計
画
を
進
め
て
き
た

と
い
う
。

「
次
世
代
の
品
川
に
向
け
た
取
り
組
み
を

考
え
て
い
く
な
か
で
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
オ

フ
ィ
ス
機
能
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
型
モ
ビ

リ
テ
ィ
を
用
い
た
課
題
解
決
の
た
め
の
開
発

拠
点
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
土
地
を

取
得
し
て
い
た
だ
き
、
共
同
で
再
開
発
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」（
坂
齊
氏
）

Ａ
地
区
の
２
万
３
６
０
０
㎡
と
い
う
広
大

な
敷
地
に
は
、
地
下
４
階
地
上
29
階
建
て
、

延
床
面
積
31
万
３
１
０
０
㎡
の
大
規
模
複
合

ビ
ル
が
建
設
さ
れ
、
商
業
施
設
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

（
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
多
目
的
ホ
ー
ル
）、
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
新
東
京
本
社
を
含
む
オ
フ
ィ

ス
フ
ロ
ア
、
国
際
的
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が
入
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。

開発中の品川駅西口地区
周辺から南方をのぞむ。写
真中央辺り、青い看板のあ
る建物が京急線品川駅。
高架を列車が走行している
が、地平化後は国道上を
通り西口地区までつながる
東西自由通路が出現する。
（2024年７月末撮影）

品川駅
西口地区
（A地区）

品川駅

京急電鉄
事業地

国道上空デッキ（北側）

品川駅街区地区（北街区）

中
央
自
由
通
路

国道上空デッキ（南側）

 品川駅街区地区（南
街区）

N

■品川開発エリアの平面イメージ

■品川駅地平化の図解イメージ
品川駅

現 在

地平化
後

東西自由通路

東西自由通路

JR

JR

JR山手線留置線（廃止）

横浜
羽田空港方面

下り
ホーム

上り
ホーム

品川止まり
都営線方面

高輪
方面

国道15号線

国道15号線
A地区

上下線が多く複雑な動線の
ため一体的な開発が困難

東西自由通路の西側延伸 アンブレラフリー
で通過

歩車分離により
安全性を確保

計画地（A地区）

取締役 常務執行役員 
生活事業創造本部長

櫻井和秀
Kazuhide SAKURAI
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す
る
と
、
東
側
の
港
南
口
に
は
、
今
で
は
オ

フ
ィ
ス
や
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
、

賑
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
西
側
の
高
輪
口
は
昔
な
が
ら
の
住

宅
街
な
ど
が
入
り
組
み
大
規
模
開
発
す
る
余

地
が
な
く
、
少
し
取
り
残
さ
れ
た
印
象
だ
っ

た
。
し
か
し
、
都
市
計
画
手
続
き
が
進
み
、

大
規
模
な
ビ
ル
の
開
発
が
可
能
に
な
っ
た
。

Ａ
地
区
の
開
発
に
加
え
、
高
輪
４
丁
目
で
も

京
急
が
所
有
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
敷
地
を

活
用
し
た
開
発
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。今

後
は
、
再
開
発
エ
リ
ア
に
い
か
に
人
を

引
き
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

品
川
駅
直
上
に
生
ま
れ
る
ま
ち

こ
の
他
に
も
、
京
急
線
の
連
続
立
体
交
差

化
、
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線
の
品
川
ま
で
の
延

伸
、
そ
れ
と
同
時
に
地
下
鉄
の
上
を
走
る
幹

線
道
路
・
環
状
４
号
線
の
延
伸
工
事
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
注
目
度
が
高

い
の
は
、
品
川
駅
の
上
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
共

同
で
駅
ビ
ル
群
を
建
設
す
る
「
品
川
駅
街
区

地
区
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

「
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施
設
、
宿
泊
施
設
だ

け
で
な
く
、
企
業
イ
ベ
ン
ト
や
新
し
い
技
術

を
紹
介
す
る
場
の
提
供
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
を
充
足
さ
せ
て
い
く
方
針
で
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
対
面
の
大
切
さ
が
再

認
識
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
人
と
人
の

出
会
い
か
ら
、
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ
る
国

際
交
流
拠
点
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

羽
田
空
港
が
近
く
、
建
物
の
高
さ
に
は
制

限
が
あ
る
た
め
、
１
６
０
ｍ
ほ
ど
に
高
さ
を

抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ワ
ン
フ

ロ
ア
の
広
さ
は
国
内
最
大
級
と
な
る
約
２
０

０
０
坪
の
巨
大
ビ
ル
が
誕
生
す
る
。

人
流
を
変
え
る 

空
中
デ
ッ
キ
へ
の
期
待

品
川
駅
は
高
輪
口
を
出
る
と
す
ぐ
に
国
道

15
号
が
あ
り
、
横
断
歩
道
を
渡
ら
な
け
れ

ば
、
国
道
の
向
こ
う
側
へ
行
け
な
い
。
好
立

地
だ
が
駅
前
を
横
切
る
国
道
が
人
の
流
れ
を

分
断
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
ま
た
、
Ａ
地

区
周
辺
は
高
低
差
が
あ
る
ほ
か
、
各
施
設
の

敷
地
が
柵
な
ど
で
区
切
ら
れ
、
人
の
流
れ
を

停
滞
さ
せ
て
い
た
。

そ
の
国
道
15
号
の
上
に
、
国
土
交
通
省

主
導
で
接
続
す
る
上
空
デ
ッ
キ
が
つ
く
ら

れ
る
。

「
現
在
、
港
南
口
か
ら
続
く
通
路
は
、
京

急
の
線
路
が
高
架
上
に
あ
る
た
め
高
輪
口
ま

で
同
じ
レ
ベ
ル
で
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
一
度
、
京
急
の
線
路
を

避
け
る
た
め
に
階
段
を
下
り
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
京
急
線
品
川
駅
地
平
化

工
事
が
完
了
す
れ
ば
、
高
輪
口
と
港
南
口
が

フ
ラ
ッ
ト
な
通
路
で
つ
な
が
り
、
上
空
デ
ッ

キ
を
使
っ
て
国
道
の
向
こ
う
側
ま
で
ダ
イ
レ

ク
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
Ａ
地
区
の
大
規
模
複
合
施
設
に
も
接
続

す
る
予
定
で
す
。
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
坂
齊
氏
）

今
の
品
川
駅
周
辺
を
東
西
エ
リ
ア
で
比
較

計画地（Ａ地区）には京急グループがトヨ
タ自動車と共同で建設・運営する大規模複
合ビルが出現する。

複合ビルには快適な業務環境を実現するオフィス（上）や、緑豊かな商業施設（下）ほ
か、ホテル・屋外広場・ビジネスイベントに対応するカンファレンスなどが入る予定だ。

■計画地（Ａ地区）の大規模複合ビル完成イメージ

商業ホール
B1〜4F

カンファ
レンス

5〜6F

オフィス
7〜22F

ホテル
23〜29F
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ま
す
」（
櫻
井
氏
）

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
を
迎
え
入
れ

ら
れ
る
よ
う
な
国
際
交
流
拠
点
・
品
川
に
ふ

さ
わ
し
い
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
環
境
の
整
備

も
行
っ
て
い
く
。

国
際
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い 

都
市
機
能
の
導
入

再
開
発
と
な
る
と
、
大
規
模
施
設
に
目
が

い
き
が
ち
だ
が
、
品
川
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
上
げ
る
都
市
機
能
の
導
入
に
も
注
力
し

て
い
く
。

国
内
外
の
来
街
者
に
よ
る
多
様
な
交
流
を

促
進
し
、
新
た
な
価
値
・
文
化
の
創
出
・
発

信
の
場
と
な
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
や
西
口
・
北
口
・
東

口
の
３
つ
の
ま
ち
と
と
も
に
、
地
区
間
・
企

業
間
の
連
携
を
促
進
す
る
「
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
の
組
成
な
ど
国
際
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
機
能
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
。

関
係
す
る
企
業
や
行
政
機
関
な
ど
が
多

け
れ
ば
、
そ
の
利
害
は
複
雑
に
入
り
組
み
、

意
見
の
相
違
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
実
際
、

語
ら
せ
た
ら
一
晩
は
か
か
る
と
い
う
ほ
ど

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
に
は
苦
労
が
あ
っ

た
と
い
う
が
、「
品
川
を
も
っ
と
良
く
し
た

い
」
と
い
う
共
通
の
想
い
が
こ
う
し
た
こ

と
を
可
能
に
し
て
い
っ
た
。

品
川
の
ま
ち
と
し
て
の
課
題

東
京
で
拠
点
と
な
っ
て
い
る
ま
ち
の
特
徴

を
考
え
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
渋
谷
で
あ
れ

ば
〝
若
者
の
ま
ち
〟〝
Ｉ
Ｔ
の
ま
ち
〟、
新
宿

で
あ
れ
ば
〝
繁
華
街
〟〝
歓
楽
街
〟
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
。

し
か
し
、
品
川
は
交
通
の
拠
点
で
あ
り
な

が
ら
も
渋
谷
、
新
宿
の
よ
う
な
強
い
イ
メ
ー

ジ
は
な
く
、
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
ま
ち
と
い

う
印
象
は
拭
え
な
い
。

「
都
市
間
競
争
が
激
化
す
る
な
か
で
、
品

川
の
特
色
を
ど
う
つ
く
り
上
げ
て
い
く
か
は

課
題
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
づ
く
り
企

業
も
多
く
集
っ
て
い
ま
す
し
、
今
後
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
新
東
京
本
社
が
や
っ
て
き
ま

す
。
そ
し
て
、
新
幹
線
と
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
で
日
本
各
地
と
、
羽
田
空
港
で
世
界
の
主

要
都
市
と
つ
な
が
る
。
品
川
の
特
性
を
踏
ま

え
ま
ち
の
特
色
を
考
え
て
い
く
の
が
い
い
の

で
は
な
い
か
」
と
櫻
井
氏
は
語
る
。

都
市
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、
日
本

全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も
駅
ビ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
は
、
入
る
テ
ナ
ン
ト
は
画
一
化

の
傾
向
に
あ
り
、
差
別
化
は
難
し
く
な
っ
て

い
る
。

「
羽
田
空
港
を
利
用
す
る
人
が
最
初
あ
る

い
は
最
後
に
、
必
ず
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な

ま
ち
に
し
た
い
」
と
櫻
井
氏
が
言
う
よ
う

に
、
立
地
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活
か
し

た
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
拠
点

と
し
た
い
考
え
だ
。

品
川
へ
の
強
い
想
い
が
詰
ま
っ
た
再
開
発

に
よ
っ
て
交
通
結
節
点
と
し
て
だ
け
で
な

く
、「
行
き
た
く
な
る
ま
ち
」
に
す
べ
く
、

京
急
グ
ル
ー
プ
が
ど
ん
な
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
く
の
か
、
今
後
の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
。

海の近くで発展してきた品川にふさわしく船を思わせるデザインとなる駅街
区。北街区は東日本旅客鉄道、南街区（ａ、b）は京急グループが主体となり事
業を推進している。

計画地（Ａ地区と駅街区）。
品川駅周辺は、グローバル企業が入るオフィスビル群と緑豊かな環境が共存する。

地平化が実現すると品川駅直結となる計画地（Ａ地区）。（2024年７月末撮影）

■駅街区完成イメージ

■開発中の品川駅周辺

計画地
（A地区）

駅街区


